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欧
州
原
子
力
学
会（
Ｅ
Ｎ
Ｓ
）の
発
表
に
よ
る
と
、

世
界
中
で
八
万
人
以
上
の
科
学
者
を
代
表
す
る

四
二
の
原
子
力
関
係
学
協
会
が
五
月
一
三
日
、
仏

国
の
ジ
ュ
ア
ン
・
レ
・
パ
ン
で
ク
リ
ー
ン
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
関
係
の
研
究
開
発
費
を
倍
増
さ
せ
る
よ
う

求
め
る
共
同
宣
言
を
採
択
し
た
。

五
月
末
に
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー

バ
ー
で
開
催
さ
れ
る
ク
リ
ー
ン
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
大
臣
会
合
に
向
け
、

仏
原
子
力
学
会
が
中
心
と
な
っ

て
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
、
今

後
五
年
以
内
に
原
子
力
関
係
の

研
究
開
発
と
技
術
革
新
用
の
公

共
投
資
額
を
倍
増
さ
せ
る
た
め
、

最
大
限
の
努
力
を
傾
注
し
て
い

く
と
宣
言
。
先
進
的
原
子
力
シ

ス
テ
ム
の
革
新
的
な
応
用
に
重

点
的
に
取
り
組
む
べ
き
と
し
て

お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
将
来
、

ク
リ
ー
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
も
可

能
に
な
る
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｎ
Ｓ
は
、
各
国
の
政
策
立

案
者
に
対
す
る
こ
の
国
際
的
な

呼
び
か
け
に
加
わ
っ
て
お
り
、
五
月
末
に
予
定
さ

れ
て
い
る
関
係
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
、
原
子
力

技
術
革
新
に
関
す
る
広
範
な
多
国
間
協
議
が
閣

僚
レ
ベ
ル
と
実
務
者
レ
ベ
ル
の
両
方
で
展
開
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
原
子
力
に
内
在
す
る
全

て
の
潜
在
能
力
を
各
国
の
ク
リ
ー
ン
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
用
に
開
放
す
る
と
と
も

に
、
各
国
と
世
界
、
両
レ
ベ
ル
の
脱
炭
素
化
に
向

け
て
貢
献
さ
せ
た
い
と
の
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。 

　

Ｅ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
と
、
核
分
裂
と
核
融
合
を
合
わ

せ
た
原
子
力
研
究
開
発
に
対
す
る
公
的
支
援
は
、

二
○
○
○
年
以
降
、
世
界
レ
ベ
ル
で
見
て
も
常
に

年
間
四
〇
億
ド
ル
程
度
に
留
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、

多
く
の
国
で
は
民
間
部
門
に
お
け
る
原
子
力
研
究

へ
の
投
資
熱
意
が
低
下
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、

原
子
力
研
究
を
取
り
巻
く
否
定
的
な
政
治
環
境
や

市
場
環
境
、
財
政
環
境
に
よ
る
も
の
だ
と
し
た
。 　

こ
れ
に
対
し
て
原
子
力
産
業
界
は
近
年
、
小
型

モ
ジ
ュ
ー
ル
炉
や
第
四
世
代
原
子
炉
な
ど
、
新
し

い
原
子
炉
設
計
の
開
発
や
デ
ジ
タ
ル
化
に
お
い
て
、

技
術
革
新
の
新
た
な
波
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま

た
、
脱
塩
や
地
域
熱
供
給
、
産
業
界
へ
の
プ
ロ
セ

ス
熱
供
給
な
ど
、
発
電
以
外
に
も
利

用
す
る
動
き
も
進
展
中
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
他
の

ク
リ
ー
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
と
も

に
、
原
子
力
発
電
の
活
用
で
新
た
な

機
会
を
市
場
に
も
た
ら
す
と
期
待
さ

れ
る
が
、
そ
れ
に
は
多
額
の
研
究

開
発
資
金
と
新
し
い
技
術
革
新
ア
プ

ロ
ー
チ
が
必
要
だ
と
Ｅ
Ｎ
Ｓ
は
指
摘

し
た
。
Ｅ
Ｎ
Ｓ
は
ま
た
、
欧
州
規
模

で
実
施
さ
れ
る
研
究
・
技
術
革
新
の

促
進
枠
組
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ホ
ラ
イ
ズ

ン
二
○
二
○
」
で
は
、「
ク
リ
ー
ン
で

安
定
し
た
効
率
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
一
二
倍
以
上
の
予

算
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
と
強
調
。

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
対
象
に
は
原
子
力

が
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な

状
況
が
Ｅ
Ｎ
Ｓ
を
今
回
の
共
同
宣
言

に
参
加
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
説
明
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、

両
市
が
生
ん
だ
生
年
が
近
い
著
名
な
画
家（
そ
の
三
）

に
つ
い
て
述
べ
る
。
一
八
八
六
年
、
ウ
ィ
ー
ン
郊
外

の
ペ
ヒ
ラ
ル
ン
で
生
ま
れ
た
オ
ス
カ
ー
・
コ
コ
シ
ュ

カ
は
、
少
年
時
代
を
ウ
ィ
ー
ン
で
過
ご
し
、
一
九
○

九
年
ま
で
ウ
ィ
ー
ン
の
工
芸
学
校
で
学
ん
だ
。
作
曲

家
マ
ー
ラ
ー
の
未
亡
人
、
ア
ル
マ
と
恋
愛
関
係
に

あ
っ
た
時
に
描
い
た
『
風
の
花
嫁
』
は
、
最
も
有
名

な
作
品
の
一
つ
。
そ
の
後
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
従

軍
し
、
ド
イ
ツ
の
ド
レ
ス
デ
ン
に
滞
在
し
て
ド
レ
ス

デ
ン
美
術
大
学
の
教
授
を
務
め
た
。
ナ
チ
ス
政
権
下

の
三
三
年
に
は
プ
ラ
ハ
に
逃
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦

前
後
は
ロ
ン
ド
ン
で
過
ご
す
な
ど
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ

ン
的
な
生
活
を
続
け
た
。
第
二
次
大
戦
後
は
ス
イ
ス

に
定
住
し
、毎
年
、ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
で
美
術
セ
ミ
ナ
ー

の
講
師
を
務
め
る
な
ど
、後
進
の
育
成
に
あ
た
っ
た
。

ク
リ
ム
ト
、
シ
ー
レ
と
並
び
、
近
代
オ
ー
ス
ト
リ

ア
を
代
表
す
る
画
家
の
一
人
で
あ
る
。
六
○
年
に

エ
ラ
ス
ム
ス
賞
を
受
賞
し
、
八
○
年
、
ス
イ
ス
の

モ
ン
ト
ル
ー
で
没
し
た
。

　

一
方
、
一
八
八
八
年
、
京
都
市
下
京
区
に
生
ま
れ

た
梅
原
龍
三
郎
は
、
一
五
歳
で
画
家
を
志
し
伊
藤
快

彦
に
師
事
。
そ
の
後
設
立
さ
れ
た
聖
護
院
洋
画
研
究

所
（
現
・
関
西
美
術
院
）
に
入
っ
た
。
一
九
○
八
年
、

仏
留
学
後
は
パ
リ
に
滞
在
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
の
指
導
を

受
け
た
。一
三
年
に
帰
国
し
て
油
絵
展
覧
会
を
開
催
。

三
五
年
に
は
帝
国
美
術
院（
現・日
本
芸
術
院
）会
員
、

四
四
年
に
は
帝
室
技
芸
員
及
び
東
京
美
術
学
校（
現：

東
京
芸
術
大
学
）
教
授
に
な
っ
た
。
五
二
年
に
同
校

教
授
を
辞
任
し
て
渡
欧
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ビ
エ

ン
ナ
ー
レ
の
国
際
審
査
員
を
務
め
た
。
同
じ
年
に

京
都
市
中
京
区
に
生
ま
れ
た
安
井
曾
太
郎
は
、
聖

護
院
洋
画
研
究
所
に
入
り
、
梅
原
と
一
緒
に
学
ん

だ
。
○
七
年
、
渡
欧
し
セ
ザ
ン
ヌ
の
影
響
を
受
け

る
。
一
四
年
帰
国
し
翌
年
二
科
展
に
出
品
し
、
二

科
会
会
員
に
推
挙
さ
れ
る
。
三
○
年
頃
か
ら
独
自

の
日
本
的
油
彩
画
の
様
式
を
確
立
。
四
四
年
に
東

京
美
術
学
校
教
授
及
び
帝
室
技
芸
員
と
な
る
。
少

年
時
代
か
ら
良
き
ラ
イ
バ
ル
だ
っ
た
両
者
は
洋
画

界
の
頂
点
を
極
め
、
日
本
洋
画
壇
の
双
璧
と
謳
わ

れ
、
五
二
年
に
そ
ろ
っ
て
文
化
勲
章
を
受
章
し
た
。

　

余
談
で
あ
る
が
、

ウ
ィ
ー
ン
駐
在
時

に
レ
オ
ポ
ル
ト
美

術
館
で
コ
コ
シ
ュ

カ
の『
ト
レ
ク
ロ
ッ

チ
峠—

ド
ロ
ミ
テ
の
風
景
』
や
自
画
像
を
観
た
。

京
都
で
は
京
都
市
美
術
館
に
あ
る
梅
原
龍
三
郎
の

『
秋
山
烟
景
』
や
京
都
国
立
近
代
美
術
館
に
あ
る
安

井
曾
太
郎
の
『
婦
人
像
』
な
ど
を
観
た
。
両
市
の

生
年
が
近
い
著
名
な
画
家
に
ま
つ
わ
る
話
を
紹
介

で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、
編
集
部
に
撮
影
を

お
願
い
し
た
コ
コ
シ
ュ
カ
が
住
ん
で
い
た
家
の
近

く
の
胸
像
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
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杉本純の原子力の話Ⅱ「ウィーンと京都」の第１回からの全記事が次のサイトに掲載されています： http://wattandedison.com/Sugimoto.html

映画『第三の男』初公開 70 周年

第二次大戦直後のウィーンを舞台にした映
画「第三の男」は 1949 年９月にロンドン
で初公開された。今年 70 周年を迎えるに
あたり、第三の男ミュージアムでは 2020
年１月４日まで記念展を開催中。オープ
ニングでは第三の男ミュージアムの創設
者で館長のカリンさんとゲアハルトさん、
ウィーン観光局局長、在オーストリア英国
大使がスピーチを行い、コルネリア・マイ
ヤーさんがチターを演奏した。９頁参照。

https://www.jaif.or.jp/190514-a

映画「第三の男」野外上映
８月 31 日 市庁舎前広場
Filmfestival　※入場無料


